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二外科だより
教室開講50周年記念特集号

秋田大学第二外科学講座の教室開講50周年を記念し、
本号では会員の先生方に第二外科への思い出を語っていただきました。

昔の第二外科の雰囲気や、今では考えにくい勤務事情など、

楽しいエピソードが満載です。

若手医師はもちろん、研修医や学生の皆様も是非ご覧になってください。

御協力いただいた先生方、この場を借りて心より御礼申し上げます。

ありがとうございました。
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田大学医学部に入学した時の

入学式の際に、新入生のお父

様、お母様とお見受けした方々

は皆さん同級生だった。当時、秋田大学医

学部は社会人や多浪生が多かった。純粋に

8年間浪人して入学してきた同級生もいた。

最長老は北村元助教授と東北大学医学部

にいっしょに入学して放校処分となった強

者（つわもの）だった。東京の桜吹雪の中で

卒業式を終えた後、秋田大学の入学式の日

に雪がちらついたことは寒さとともに体と

目に焼き付いている。　

あれから40年以上の歳月が流れた。両親

からは近くに戻るよう切望されたが、気が

ついたら人生の3分の2を秋田で過ごして

いる。出身医局の教授となり、3年前からは

母校の大学病院の院長として日々を過ごし

ている。世間から見ると順風満帆な出世

コースに見えるが、様相は全く異なる。特に

病院長就任1年後からは新型コロナウイル

ス感染症のパンデミックに対する対策に追

われている。また秋田県新型コロナウイル

ス感染症対策協議会の会長という役割ま

でいただいた。直近のことを記す。コロナ関

連で大量の自宅待機者と年度末から新年

度への切り替わりの時期が重なり、看護師

70－80名（全看護師の1割超）が機能しなく

なる。4月から約1ヶ月間、コロナ病床として

使っている１病棟以外に、病院機能維持の

ために一般病棟を一つ閉鎖する決断をし

た。もともと鈍感なところがあり、任の重さ

を自覚して押し潰されることはあまりない。

日々迎え来る大波に飲み込まれないよう

淡々と対応するだけで精一杯である。病院

長になった際には「愛される大学病院」と

秋
言うことで、教職員の皆様には「働いて楽

しい病院」「自分の病院」と言う意識を持っ

ていただけたらと思い、様々な方策を考え

て臨んだ。できるだけたくさんの職員から

話を聞いて何が問題かを把握することから

始めた。またメールベースの目安箱を作り、

少しでも病院をよくするアイディアを募集し

た。退職を希望する若手職員、中堅職員な

どとの懇談会を催し、なぜ辞めることに

なったかを聞いた。すぐに解決できること

は、1週間以内に対策を実施した。医療機

器等の購入はプレゼンを若手の機器選定

委員で聞いてもらい順位づけをするなど、

徹底的に公平性を重視した。バラバラに行

われていたクリスマスコンサートを院長主

催の合同コンサートにした。委託業者職員

との連絡会議を作り、勤務形態が異なるだ

けで、病院採用の職員と同じであるとの意

識のもとに働く上で重要な病院の情報を共

有した。コロナ禍の2年間は当初意気込ん

でいた病院改革の意識はだいぶ抑えられ

てしまっていたが、高度救命救急センター

の設置指定、総合診療医センターの開設、

外来化学療法室の拡張、ハイブリッド手術

室の整備など、ハード面での整備はかなり

進めることができた。先日、次期病院長に

再選され、2年間の任期をもらった。この2

年間は仕上げの時期として、次期院長に引

き継ぐまで、患者さん、学生、県民だけでな

く、教職員ひとりひとりから心から「愛され

る病院」そして「自分の病院」と言う意識で

楽しく働ける病院づくりに少しでも尽力し

たいと思っている。

「若手の育成」に関して、私は特に強い思い

を持っている。私の修行時代は手術を執刀

南
谷佳

弘

P R O F I L E

出身地：東京都目黒区／卒業年度：1986年／卒業大学：
秋田大学／現所属の施設・役職：秋田大学副学長・秋田
大学医学部附属病院長・秋田大学大学院医学系研究科
胸部外科学講座教授

することも、手技を行う機会もかなり少な

かった。特に大学病院では小川教授が赴

任するまで手術を執刀したことは一度も無

かった。自分より若い人たちは後輩と言う

だけでなく、次世代の医療の担い手であ

る。世代が異なると考え方にすれ違いが生

じることもある。しかし、その際、先輩はで

きるだけ後輩の考えを尊重すべきと思う。

もちろん技術の伝承や患者さんに対する

思いは別物である。第2外科の教室員に

は、「若手や後輩は天から育てる機会をい

ただいた大切な宝物として扱ってほしい。」

と願う。これが守れない場合は、私が教室

の責任者をしている限りは厳しく対処する

所存である。

40歳代半ばから登山を始めた。減量目的

だったが、今では山に登らない休日の方が

異常と感じるくらいはまり込んでいる。この

間にたくさんの山仲間ができた。仲間の都

合などにより、登山の多くは単独行であ

る。しかし、山仲間との山、平地での交流が

何よりの楽しみだ。当初は秋田県内・近隣

の登山が中心であったが、最近は全国の

山、特に長野県や富山県の日本の屋根と言

われる山に登るようになった。年間50回の

登山を目指しているが、いつもほんのちょっ

と足りない。今年こそは50回ごえを達成し

たい。

秋田に来てから40年、こんなに長い間秋田

にいるとは思っていなかった。生まれ故郷

は故郷として、そのにおいは体に染み付い

て離れないだろうが、そろそろ私の体から

は秋田のにおいの方が生まれ故郷よりずっ

と強くなっていると思う。このまま秋田の土

に同化できたら本望である。
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のことですが、開講間もない二
外科に入局しました。 
食道癌や肺癌の手術と、術後管

理に明け暮れ、卒後研修の本荘市から、大
学のICU当直室に転居したような日々が続
きました。時は流れ、ある日のこと「シカゴ
大学」に行くようにと教授からご指示を頂き
ました。アル・カポネ以来の治安の悪さは
全米一でしたが、訪ねてみると、資金は潤
沢にあり、乳癌のホルモン療法を開拓した
ハギンス教授など、ノーベル賞受賞者が数
多く在籍していました。オリジナルなら何で
もよいとのことで、早速、「特発性食道破裂
用のチューブ」を提案し、ベンチャー企業と
シカゴ大学、そして私の共同開発で造り上
げ、後に特許のオファーを頂きました。 
その後は、「移植用小腸の低温保存に関す
る研究」を始めました。 
動物実験の結果、お隣のウイスコンシン州
立大学が作成したUW液が優れており、当
時の最長記録の1.5～2.0倍の保存期間の
延長に成功しました。　 
次いで、当時西ドイツのミュンヘン工科大学

を訪れ、再びICUに転居しました。食道癌
の三種類の手術法の優劣に関する臨床研
究を行いました。カテーテルによる解析を任
され、48時間間隔の二期分割手術が心肺
への負担が大きすぎることを証明できまし
た。論文が完成し、最も喜んでくれたのは、
術後管理に苦労を重ねていた若いドクター
の面々でした。 
一方、欧米より遅れていた乳癌については、
北米の大学や病院を約二か月かけて視察
させていただきました。 
乳癌の温存療法は、当時は画期的で、臨床
試験に参加したMacGill大学の先生に、試
験への参加の仕方から教えて頂きました。 
のちに帰秋して、乳房温存や再建、さらに非
触知の早期癌診断に取り組みました。その
成果は、医学雑誌や、本学の医学概論（乳
癌）に掲載して頂きました。 
現在、乳癌では、超早期の非浸潤癌につい
て、手術省略の臨床試験が世界中で行わ
れています。該当する希望者は紹介し、結
果を心待ちにしています。 
それでは、学生の皆様の洋々たる前途にボ
ンボヤージュ！

田大学第二外科学教室開設
五十周年を祝し、恩師阿保七
三郎初代教授のご健勝を心よ

りお祝い申し上げます。 
五十年前の私はまだ学生であり、将来の
進路も定まらず嵐の中の揺れる船という
心境でした。入学時は精神科医を目指し
ていた私ですが、実習で患者さんに接し
ますと、やはり精神科は無理でした。明快
な講義の阿保七三郎教授に憧れて入局
を決意しました。 
第二外科での医局員時代を思い出し、指
導していただいた諸先輩に感謝申し上げ
ます。 
医局生活は多くの皆様と同じくハードでし
た。日中の勤務は病室、手術室と休む時間
はありません。しかし大事なのは夜の医局
です。夫々の日常の任務を終えると二外科
医局でまず乾杯。それから諸先輩の臨床
経験、救急事態突破法を教えていただきま

秋

桜

P R O F I L E

出身地：宮城県／卒業年度：昭和49年／卒業大学：東北
大学／現所属の施設・役職：町立西和賀さわうち病院、総
括院長 

P R O F I L E

出身地：青森県青森市／卒業年度：昭和46年／卒業
大学：東北大学医学部／現所属の施設・役職：あきた
乳腺クリニック・院長 
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医学生の皆さんへ

昔
二外科新入医局員の頃

角館の花見 
の花を意識したのは高校生の
ことでした。当時は4月中旬が
仙台の桜の満開で、ちょうど自

宅の近くの東照宮のお祭りと重なり、ま
た、同じ時期に校庭の満開の桜のもとで
高校の運動会がありました。大学時代は
西公園でクラブの歓迎会をやって、新入生
が救急車にお世話になり猛省しました。そ
ういえば、東北大学第２外科の入局祝いも
西公園でした。 
時代は巡り、平成元年の4月、縁あって秋
田大学にお世話になりました。さすが日本
酒自慢の秋田県、酔いつぶれた仲間を運
ぶため、桜の名所の久保田城にリアカー持
参で花見に出かける様子には驚きました。
4月29日の天皇誕生日の時に、三毛牧夫先
生にお願いし公立角館総合病院にお世話
になり、桧木内川の河原で花見を開催して
いただきました。家族一家で参加しまし
た。萌え立つ緑の中で川は清々しく流れ、
快晴の空の下で鯉のぼりが揺れ、桜が満
開でした。地元の美味しい食事を楽しみ、
お酒に酔いしれました。たくさんの医局員

も家族で参加しておりました。輪の中心に
若々しい阿保教授がいらっしゃりました。
忘れられない1日になりました。 
あれから33年経ち、教室は開講50周年を
迎えました。 
心から嬉しく感じます。私が教室に在籍し
てしたのは9年間でした。五分の１に少し足
りない期間は長いとは言えませんが、阿保

教授のもとで、医局を盛り上げようと懸命
に生きた40代のほとんどであり、思い出は
尽きません。 
教授は今年10月、91歳になりました。コロ
ナ禍で卒寿のお祝いができなかったのが
心残りであります。阿保教授のご健康と
教室のますますのご発展をお祈りいたし
ます。 

した。 
食道班では三浦秀男先生を始め工藤保、
佐々木喜一、當真秀夫そして池田利史先生
の諸先生に毎日厳しいご指導頂きまし
た。心臓外科の阿部忠昭先生や栗林良
正、佐藤護、贄田茂雄、大久保正先生も時
に加わり外科医の心構えを教えてくださ
いました。 
二外科医局には毎日必ず一外科の先生も
お出でになります。成沢富雄、添野武彦両
先生には正確で丁寧な実験や医療の話、
大泉哲之助先生からは臨床の不思議談
を、河野研一、山口俊晴の京都府立医大出
身の先生からは剛毅なエピソードを聞き
世界の広さを感じました。河野先生と釣り
に行き、全く釣れずその場でオキアミを肴
に飲んだこともありました。 
私の時代は一外、二外と医局は分かれてい
ましたが、教育的には総合外科の医局だっ
たので倍の勉強を教えていただきました。
それが一番の医局時代の思い出です。 

小
川純

一

973年慶応義塾大学を卒業し、
卒後は母校、東海大学、と大部
分を大学で送った後、機会が

あって1997年第二外科に赴任しました。当
時秋田は陸の孤島だと脅されましたが赴
任年に秋田新幹線、秋田自動車道が相次
いで開通し、ほっとしたのを思い出します。 
専門は呼吸器外科でしたので食道外科、
乳腺外科の先生方には色々と教えていた
だきました。東海大学では心臓血管外科
の手術にも携わりました。間接的にこれら
の経験が後世大変役立ちました。論文作
成、学会発表には単分野での追及が必要
となるため狭い視野になることはやむを得
ません。しかし良い研究には長い時間が必
要です。自分の専門分野だけでなく学会
の教育講演等で他分野にも目を向けるこ
とは大事だと思います。 
教育も大学の重要な役目です。しかしただ
の黒板授業には興味が湧きません。そこで
呼吸器分野では内科、臨床病理にも声を
かけ、予めA4プリント2枚以内に要旨をま
とめて学生に配布し、できるだけ完結に、
かつ個人的な研究興味は極力省くことに
徹しました。お陰様で教室からは私も含め

て数人が学内の教育賞を受賞しました。 
大部分の医学部入学者は臨床を目指しま
す。私の遠縁の生徒も東京の高校から医
学部に合格し、卒後横浜の病院に就職しま
した。理由は都内の大学よりは秋田大学の
方が入りやすかったからと。医師免許証は
全国共通ですし、入学しやすさもその通り
と思うものの何となく残念というのが正直
な気持ちでした。ところが過日東京医科歯
科大学病院に行く機会があり御茶ノ水駅
付近を歩いていると見知らぬ女性から“小
川教授”と突然声を掛けられました。聞け
ば私の退官後、胸部外科学教室呼吸器外
科に入局し、医科歯科大学で臨床・研究に
従事しているとの報告。秋田を卒業後東京
で活躍していることに誇りにも似た嬉しい
気分になりました。秋田大学には全国から
受験者が来ます。昔は卒後に秋田を離れ
ることに抵抗感がありましたが、その時以
来その考えは消え去りました。遠く秋田を
離れて活躍する医師全員にエール。 
退官後はストレスのないのんびりした毎日
です。昔から京都は好きなので小さいセカ
ンドハウスを購入し、何度も訪れています。
写真はこの春嵐山を訪れたときのもので
す。年を取りました。

第二外科の思い出 

1

P R O F I L E

出身地：岡山県／卒業年度：1973年／卒業大学：慶応義
塾大学／現所属の施設：なし 

P R O F I L E 出身地：岩手県下閉伊郡山田町／卒業年度：昭和52年／卒業大学：秋田大学（二期生）／現所属の施設・
役職：老健「あきのみや」施設管理者 
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秋

ずは第二外科開講50年、初代
阿保教授とともに祝える事を心
からお喜び申し上げます。私が

入局したS58は３人づつ２グループが運営
され、教授-助教授-２つのグループで食道 

ま

肺-乳腺-甲状腺と診療していました。臨牀フ
リーはいません、忙しくも元気な先輩に恵ま
れ、特に７～9期生とは仲良く土日の夕食ま
で一緒に行動したことが忘れられません。 
ちょっと酒が入ると先輩たちの格言、または
失敗談が聞ける食事会です。｠
コロナ禍もあり、若者のスタイル変化もあ
り、飲食の機会が減って、人の失敗談を共
有する勉強ができず残念である。F先輩が
人工肛門を電気メスで開放した所、ガス爆
発で便が飛び散った事が「教科書にはな
い」私が伝えなければならない事でした。
その30年後くらいに気管切開時に電気メス
で引火したとの国からの事例報告があり、
これはありがたく自分の経験にさせても
らった。薬品説明後の寿司屋では、下の医
師が普段思っている疑問を酔 いに任せて
討論してくる時もあったが、これもまた楽し
く、翌日は二日酔い状態で仲良く10 時から
の手術、今じゃ「それ違法です」。話はそれ
るが、看護スタッフとの懇親会では討論禁
止で歌って踊って、気がつきゃ朝の４時、
「これも今は違法です」。｠
環鳥海は、そんな紳士淑女の社交場。鳥海

は阿保教授（当時）の御高配に
より1993年から2年間、アメリ
カ合衆国メリーランド大学医

学部消化器病部門に留学させていただい
た。留学先を探して34通のapply letterを
書いた中で唯一、承諾が得られた施設
だった。留学後は「Jap !」と呼ばれたり
「Who are you !」と罵られたりしながら、
そして満足のいくデータが出ずに失意に
暮れた日々もあった。しかし、この2年間は
私にとっては10年以上に相当するとても
価値ある2年間であった。科学的知見を
得、実験的手技を学び、臨床の現場を見る
ことはもちろんだが、アメリカ社会の生活感

私

P R O F I L E

出身地：埼玉県さいたま市／卒業年度：昭和58年／卒業
大学：秋田大学／現所属の施設・役職：北秋田市民病院 
院長 

P R O F I L E

出身地：秋田県男鹿市／卒業年度：昭和58年／卒業大学：
秋田大学医学部／現所属の施設・役職：男鹿みなと市民
病院 院長

P R O F I L E 出身地：新潟県南魚沼市／卒業年度：昭和57年（1982年）／卒業大学：秋田大学医学部／現所属の施設・
役職：すずきクリニック 院長

下
間信

彦（人々の考え方、人種差別、格差社会）を
実感できたことが大きい。実際に生活しな
がら異文化に触れることに快感を覚えた
のである。 
そして、あれから30年近くがたった今、私
は“2回目の海外留学”を目論んでいる。開
業医を引退したら、妻と共に海外に移住す
る計画である。移住先は未定ながら、候補
はかなり絞られた。とにかくもう一度、異国
の地で現地の人とコミュニケーションし、
自分の足で歩いてその国を経験するとい
う快感ゾーンに浸りたいと考えている。今
後、数年間ははそのための体力増強期間
である。

山が見える病院であれば参加可能な症例
発表会で、現在南谷教授が開催されている
「新年会」の温泉バージョンである。 壇上で
討論はもちろんだが、会終了後の懇親会で
はお酒も入り口は滑らか、どうしたら良くな
るか議論を重ねる先輩の話を傾聴したもの
であった。｠
「私、失敗はしないので」というＤｒXは作り
物、失敗を糧にして育っていきたいが今の
世の中失敗は許されない。他人の失敗は聞
けないので、困難症例を共有して自分の経
験にする「新年会」は精一杯であり立派の
一言。｠
結局、先輩や同期との日々の酒宴が「小さな
失敗」の情報取得に最適である。非公式な 
ので聞きたいことは遠慮せずに聞けるし本
音が聞ける。欠点は独身者でなければ参加
しにくい事、働き方改革からは問題だらけ。｠
昭和の外科学が適応されないことは明ら
か、こんな時代でスマートに学習し、細分化
していく外科を何とか応援していきたいと
思っています。二次会にはいきませんが、一
次会だけならいつでもお付き合いします、
老若男女問わずお待ちしております。｠

神
谷

彰

田大医学部は昭和45年に戦後
初の医学部として県民の悲願
のもと設立された。創成期の困

難がある中、高い理想を掲げ素晴らしい
教育をしていただいたと思う。昭和52年に
入学したが、九嶋勝司学長（初代医学部
長）は、入学式の祝辞で「友を裏切ることを
してはならない」と言われたことが未だに
耳に残っている。全国の学園紛争は、既に
沈静化していたが学生同士が罵倒しあっ
た時代を見た医学教育者としての気持ち
であったのであろうと思う。 
外科医になろうと思ったのは憧れが始まり
である。当時第二外科阿保七三郎教授は
薄い色のサングラスをかけており、颯爽と
した姿は正に外科医といった印象であっ
た。医局の先生も個性的な方が多かった。
自分にないものがこの医局にはあるとの思
いがあった。中通病院で研修後、昭和61年
に大学に戻った。まず驚いたのがカンファ
レンスの厳しさであった。強い口調で医局
の先輩が叱責されていた。教授は、医局に
は対外的な名誉があるとお話になってい
た。全国の大学が切磋琢磨して医学が発

展してきた。自分の属する医局が名誉ある
ものとしてあらねばならないと今でも思っ
ている。阿保教授には、医学的な指導のの
みならず、どんなんと時でも胸を張って
堂 と々生きていくことを教わった。仕事でも
人生の困難なことでも、逃げずに立ち向か
うことである。これは、私の道標になった。 
第二外科は小川純一教授、南谷佳弘教授
と引き継がれ、本山悟教授は食道外科を
牽引し第二外科の良き伝統を守り続けて
いただいた。外科治療の進歩は目覚ましい
ものがある。外科医の在り方も変わるであ
ろう。ただ、私が医局から学んだ、いつも
真摯に患者に向き合い、強い意志と勇気を
持って手術に臨む姿勢は変わらないで欲
しい。これからも南谷教授をはじめ第二外
科医局先生方には、臨床、研究に精励いた
だきながら良き外科医を育成していただく
ことを心より願い、第二外科の発展を心か
らご祈念申し上げたい。 

鈴
木裕

之

2回目の海外留学に向けて

50年の歴史の中で
－言い伝えの魅力－

う70歳なってしまう！！仕事以外で
は酒飲みかフットサル以外で若者
と話したことない！何を話せばいい

んだろう？昔の話なんか誰も聞きたがらない
だろう。 
それにしても、今の研修医は、時間がない！大

も

事な初期研修、初期研修が将来の医師人生を
決めるといっても過言ではない。研修病院で
スーパーローテート、覚えることは山ほどあ
り、結構大変な日常を過ごしていて、当直にも
自信ができてきた１年半でまた専攻医就職活
動をしなければならない。大学教育もだいぶ
改善されてはきたが、医師として自己責任下に
患者さんと向き合うことによる自己研鑽と医
学教育には及ばない。 
いい時代に医者になって良かった。と思うの
は私だけでしょうか？ 
最近目にとめた、東大名誉教授、肝胆膵外科
の國士典宏先生のインタビューを紹介したい。
「若い外科医のなかには、多くの手術がしたい
と症例の多い病院を希望する人が多いでしょ
う。もちろん経験を積むことは重要なのです
が、私が伝えたいのは「外科医の技術は症例
数の多さで会得するものではない」ということ
です。重要なのは、一人ひとりの患者さん、ひと
つひとつの手術を大事にすることであって、単
純に手術数だけではないのです。外科医は手
術を“やってあげている”のではなく、手術を
“やらせてもらっている”のです。そして、やら
せていただくからにはベストを尽くし、その手
術から最大限勉強させてもらわなくてはいけ
ないし、最大限成長して、次の患者さんに活か
さないといけない。これからを生きる医師、外
科医には、そういう意識を持って治療にあたっ
てほしいと思いますね。外科においての最善
の医療とは、最善の手術ができることだと考

P R O F I L E

出身地：福島県／卒業年度：昭和54年／卒業大学：秋田
大学／現所属の施設・役職：中通総合病院非常勤、前由
利組合病院臨床研修指導責任者 

橋
本正

治

えています。その実現に努めたうえで、患者さ
んと一緒に病気に立ち向かいます。がん患者
さんであれば、手術をしてがんが治ることが一
番の目標です。この目標を達成するために私
が目指しているのは、手術での死亡率0%とい
うもの。これは恩師である幕内先生の教えで
もあります。しかしながら、この手術での死亡
率0％というのは本当に難しいことなのです。
さらに、死亡率0％を目指すと、リスクを回避
し、チャレンジをしなくなるという理由で、外
科の進歩を妨げてしまうという考え方もありま
す。けれど、私は手術での死亡率0%を目指
す、つまり患者さんが命を落とさないようにす
るという制限のなかでの手術を追求するから
こそできるチャレンジがあると思っています。
このチャレンジは、外科の進歩に必ずつなが
るはずです。犠牲を伴わずに、進化をしてい
く。その信念を持って、これからも手術での死
亡率0%を目指しながらチャレンジを続けてい
きたいと思っています。」 
先生は、最初、手術数が多い病院でなく研修
し、外科医の本質を勉強、東大に帰り幕内外
科で1年365日働く生活が続き、卒後14年目に
癌研での研修医待遇で就職と、ちょっと真似
できない外科医ですが、でも共感できるし、秋
田大学の二外科の精神かな？（気負い過ぎか
な！）私も多くの先輩に教わりました。二外科
の専攻医希望であれば　初期研修2年目の後
半は時間の無駄を感じることなく、先輩が本
質を教え導いてくれると信じています。

消化器外科学会（宮崎） 
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今

入

P R O F I L E

出身地：秋田県横手市／卒業年度：昭和61年／卒業大
学：秋田大学／現所属の施設・役職：秋田厚生医療セン
ター消化器外科 副院長 

P R O F I L E

出身地：秋田県湯沢市（旧雄勝町）／卒業年度：昭和59年
（1984年）／卒業大学：秋田大学／現所属の施設・役職：
秋田赤十字病院 乳腺外科 常勤嘱託

P R O F I L E

出身地：徳島県／卒業年度：1983年／卒業大学：秋田大
学／現所属の施設・役職：雄勝中央病院・常勤嘱託医
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局の同期と当時の二外科につい
て書こうと思う。 
剣道部の顧問であった一外科

の高橋俊雄教授に憧れ、一外科へ入局する
ことを楽しみにしていたが、先生は京都府
立医大に戻られてしまった。後任の小山研
二教授は私のようなできの悪い学生には冷
たい感じで、一外科はやめることにした。一
方、二外科は心臓血管外科と一緒の講座で
あったため講義・実習時間とも少なく、また
手術のない日はすぐに帰ってもいいなど、
学生にとっては楽な科ではあったが、何とな
く怖いイメージがありどことも決めきれずに
いた。丁度その頃、中村正明先生の講義（縦
隔腫瘍）を聞き、どこまでが本当でどこから
が作り話なのかわからない、キツネにつま
まれたような不思議な話術に洗脳されてし
まった。また、阿保教授の二外科なのに「胃
石」の臨床講義が面白く、二外科に入局す
ることにした。
噂には聞いていたが、当時の二外科は間違
いなく「怪物ランド」であった。まずはA教
授であるが、明るいところでは眼鏡のレンズ

が黒く変化するため、どう見ても今でいう反
社の方にしか見えなかった。また、学生担当
の辻和男先生はドラえもんだったし、H正
治、I啓一、W公伸、H裕、S信彦の各先生方
は体格が良くてパワフルだった（ご一緒はし
ていないがG克明、F誠一郎、I敏之の各先
生方も大きかった）。また、S田徹先生（心
外）とS田毅先生はさらに巨大で、その風貌
からもランドの象徴であった。他には當真
秀夫、S俊夫、M牧夫の各先生方も独特の
オーラを放ちランドには欠かせなかった。 
今思えばよくぞこの医局に入ったものだと
感慨深いが、今では私が一番の怪物なの
かもしれない。時代錯誤と言われるかもし
れないが、「よく学び（働き）、よく遊べ」が
モットーだった二外科ランドが続くことを
期待したい。 K原田君、Y太郎君、よろしく
頼むよ！ 
匿名ではございますが、先輩、後輩諸氏に
大変失礼な文章を書き申し訳ございませ
ん。開講50周年という慶事につきご容赦く
ださい、写真は卒業式の謝恩会で阿保教授
と同期入局の4人（田中君、南谷君、寺島君、
私）で一緒に撮ったものです。 

年の4月から勤務形態が変わっ
た。月曜から金曜までの外来診
療と産業医だけを続けている。

朝8時過ぎに出勤し、午後5時過ぎに退勤
する。休日はすべて勤務は休で、夜間の呼
び出しもなし。絵に描いたようなサラリー
マンの生活である。私はかねがね、サラ
リーマンの真骨頂は、いかに仕事をしない
で高い給料をもらうかと言うことだと思っ
てきた。現役時代ほどの給料は望むべくも
ないが、勤務状況はサラリーマンそのもの
である。現役時代からすでにできるだけ働
かないで給料をいただこうとしている者も
いるが、私にはできなかった。 
大学を卒業して以来、こんな生活を送った
ことはなかった。研修医の頃は、ほぼ休み
がなかった。スマホや携帯はおろか、ポケ
ベルもなかったので、常に病棟が番号を把
握している電話のある場所にいなければ
ならなかった。従って、ほぼ病院か自宅、せ
いぜい店の番号を知らせて飲みに行くと
いうことになる。人使いも荒い。一日中手
術室で手術に入っていたこともあった。朝
10時に予定の手術が始まり、夕方に終わっ

たと思ったら、いわゆるPan-periが来てそ
のまま手術に入った。これが終わる頃に虫
垂炎が来て、その次にはもう忘れたが、何
かの急性腹症が来た。夜中であったため、
またまた私が入らざるを得なかった。結
局、翌日の昼近くまで手術室に居続けた。
また、2日ほど徹夜して第1助手として入っ
た手術では、糸を結びながら眠ってしまっ
た。晩年も、60歳を過ぎても病棟当番と特
養の嘱託医をしていたため、年中昼夜を問
わず出動態勢が続いた。 
少し話はそれるが、2020年の我が国の出
生数が約83万人、全国の医学部定員が約
9300人、乱暴な計算であるが、このまま行
くと日本人の90人に一人は医師ということ
になる。今も毎年医学部の定員が増えてお
り、2050年頃には70人に一人が医師とい
う試算もある。OECDの平均を確保するた
めには、18歳人口千人あたり3.1人の入学
定員でよいが、2010 年現在の養成数は
7.25人であり、2.4倍が養成されている。現
在はこれよりさらに増えている。このまま
の調子で行けば、日本中の医師達が真の
サラリーマンドクターになれるであろう。 

二外科は○○○○ランドだった⁉ 

優
柔不断でメリハリのない自分の
性格を変えたいと考え、胸部外
科（第二外科）を選択した。学生

時代に落ちこぼれであった自分を鍛えてい
ただき、一人前の外科医に成長させてもらっ
た。いくつかの科の中で迷いながら、第二外
科を選んだ自分の幸運に感謝したい。
自分が入局した昭和59年、第二外科の教授
は阿保七三郎先生で教育方針は優れた
general surgeonを育てることであった。食
道癌は侵襲が大きく、その手術や術後管理
を学べば、一般外科医として必要十分な知
識や手技を得ることができると教えられた。
当時は現在とは世相が大きく違い、医局に
はまだPCは存在せず、ワープロが1台あっ
た。ワープロが高価（100万円以上）であり某
先輩医が傍病院の人質（赴任？）になり、そ
の病院から頂いた研究費でワープロを購入
したという都市伝説があった。患者の治療
方針はEvidence based medicineという言
葉もなく、先輩医師の教えが大きなウエイト
を占めていた。このころの自分は目の前の臨
床をひたすら追いかけているだけであった。
平成9年小川純一先生が教授になられた。

小川教授の方針はspecialistの養成であっ
た。そこで医局員は食道、肺、乳腺甲状腺の
どれを選択するかの岐路があった。平成4年
に後期研修を行った山形県立新庄病院の
科長が東北大学第二外科乳腺班であり、そ
の頃から乳腺に興味があったのであまり悩
ます乳腺甲状腺を選択した。そして平成15
年に秋田赤十字病院の外科に赴任した。赴
任当初乳癌（年間30-40例）の症例は少なく
乳腺外科は自分1人であった。
平成25年南谷佳弘先生が教授になられ、そ
れからは有形無形の援助をいただいた。現

乳腺外科医卒業

在乳腺外科は4人体制であり、ソフト面でも
充実し、乳癌症例数（年間130-150例）は秋
田県で第一位である。
良いエピソードも残念ながら悪い経過をた
どった症例も多く経験した。自分にとっては
全てが貴重な勉強であり、宝である。この3月
で秋田赤十字病院を退職し外科を卒業する
にあたり、多くの事柄が走馬灯の如く思い出
される。自分と関わって頂いた全ての方々に
この紙面を借りて感謝の念を捧げたい。

にげかのおもいでにげかのおもいで
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い起こせば医学部６年次の秋、
当時の医局長の誘いを受け秋
田大学第二外科に入局を決め

た。翌年医師国家試験合格後そのまま入
局、平鹿総合病院で２年間の初期研修を
経て医局に戻った。当時は主に食道外科
が中心であったが、呼吸器外科、乳腺・内
分泌外科も併せて全て診療する形で研修
していた。食道の手術があると、研究や術
後管理のため数日帰宅出来ないことも
あったが、この時に体験した事や、先輩・上
司から指導されたことが今の自分を形成
づけたと考えている。また各種学会に参加
した時、同門の先輩や後輩とその開催地
の飲食店で盛り上がったことや、今はなき
外科スキー集談会では、同門のみならず東
北の外科医が集まり、深夜から明け方ま
で飲み交わした事が記憶に残っている。忙
しくも楽しい医局生活であった。 
その後公立角館病院、県立新庄病院で後
期研修を行い、2000年より男鹿みなと市
民病院に赴任した。赴任６年後にみなと病
院の医師が激減し、患者対応が困難な時
期があったが、第二外科の対応（休日当直

思

P R O F I L E

出身地：秋田県秋田市／卒業年度：平成元年／卒業大学：
秋田大学／現所属の施設・役職：男鹿みなと市民病院

の応援や医局員の派遣等）により何とか凌
ぐ事ができた。この時医局のバックアップ
がなければ、救急病院として存続すること
は不可能だったであろう。現在、みなと病
院に赴任してから22年が経過しようとして
いるが、当時は２名であった同門も５名ま
で増えた。この医局を選んだことの幸運を
かみしめ、医局に感謝しつつ診療を行う毎
日である。 

P R O F I L E

出身地：福島県いわき市／卒業年度：1990年／卒業大
学：秋田大学／現所属の御施設・御役職：市立秋田総合
病院 乳腺・内分泌外科 科長 

は、初期研修を由利組合総合
病院でおこなった。現在の病
院ではなく、本荘駅前にあっ

た古色蒼然たる施設だった。この2年間で
医師としての考え方や手技の基本を教え
られ、今なお続く外科医生活の基礎が決
定づけられたといっても過言ではない。  
充実した研修医生活だったが、反面、日常
生活は劣悪を極めていた。私たち若手医師
には、「共同宿舎」という専用宿舎が与えら
れた。鉄筋コンクリート3階建て、といえば
聞こえはいいが、当時で築30～40年の老
朽建築物だ。1年目の研修医は3階部分が
あてがわれ、部屋の設備は台所というには
ほど遠い「流し」とトイレだけ。風呂などな
い。3階には共同の風呂が一ヶ所あったが、
お湯は夜間電力による貯めおき式で3人ほ
どシャワーを浴びるとお湯が尽きてしま
う。よって、当時5人ほどが3階の住人だっ
たが、浴槽にお湯をはるなどという行為は
御法度だった。真冬にシャワーの途中にお
湯がなくなり冷水に変わることがあり、さ
ながら滝に打たれる修行僧のようだった。

地獄のシャワーをなんとか終え、部屋にも
どるとそこはすきま風入り放題の極寒の空
間。備え付けのFFファンヒーターがあった
が、真冬だと、どんなにMAX、連続運転を
しても室温は9℃を越えることはない。寝
床に入り、分厚い布団にくるまりなんとか
暖をとるが、朝起きたら髪が凍っていたこ
とが何度かあった。ゆえに病院の若い看
護師さんを部屋に招待しチョメチョメなど
ということはどう考えても不可能だった。
そう考えると、この劣悪な住居は、若き医
師たちが道を踏み外さないように、という
病院側の暖かい配慮であったのかも知れ
ない。当時はそれでも不遇だとかひどすぎ
るとか思ったことはなかった。しかし、私た
ちの1～2年後から、あまりの貧相な住居に
ブーイングが起き、研修医宿舎は普通のア
パートになり、3階部分は古いカルテなど
の倉庫になった。というわけで共同宿舎の
住人は我々が最後の世代ということに
なった。今でも忘れられない研修医時代
の思い出である。 

いもので第二外科入局後３０
年が過ぎた。入局当時は男子
校的雰囲気の医局も今や共学

的賑わいのある良い雰囲気の医局となっ
たようである。医局のくつろぎ部屋に置い
てある飲み物もお酒からコーヒーに変わっ
た。入局当時、消化器内科に挨拶に行きか
けていたのを思いとどまり、ほとんど勢い
で当科に入局したのであるが、その後、転
科することなくずっと当科でやってこられ
たのできっと水が合っていたのであろうと
思う。今、医局に関することで他の人に自
慢できることは後輩である。県内どこに
行っても他の科の医師や医療スタッフから
後輩の良い評判を聞く。というわけで市中
病院にいて、新しく一緒に働く後輩が来る
のはとても楽しみである。そして後輩が
しっかり一人前の外科医に育つのをサ
ポートすることが医局への恩返しであると
思っている。 
 
写真）当院で科の紹介用に撮影した写真
であるがとても気に入っている。

早

P R O F I L E

出身地：東京都／卒業年度：平成2年／卒業大学：秋田大
学／現所属の施設・役職：秋田赤十字病院呼吸器外科部
長／臨床研修センター長

P R O F I L E

出身地：秋田県秋田市／卒業年度：平成元年／ 卒業大
学：秋田大学／現所属の施設・役職：秋田厚生医療セン
ター 呼吸器・乳腺外科 診療部長 

木
村圭

介

河
合秀

樹

木
村愛

彦

片
寄喜

久

私
共同宿舎

在棋士界で最強と言われる藤
井四冠、若干19歳6ヶ月、魔王
と言われる渡辺王将・名人と

王将戦を激闘中です。現在の将棋は、AIを
用いた研究が盛んでいにしえの常識が通
用しない時代になりました。たとえば藤井
四冠　神の一手と言われる「４一銀」「８
八歩」は今後長く語り継がれるでしょう。
数億手をあっという間に読むAIを越えた
と言われた手です。このような新たな棋戦
を見られる時代に生きていてほんと良
かったです。 
古い話と自分事で恐縮ですが、数多の先
生方のご協力により磁性流体法によるセ
ンチネルリンパ節生検を確立させました。
2003年には、外科学会のシンポジウムでも
発表させていただきました。その後磁性体
の利用は肺や食道疾患の診断・治療にも
応用され、医局の大きな仕事の一つになっ
たと自負しております。「無限の可能性を信
じて」中学校自体の恩師の言葉です、自分
もこの言葉を信じて還暦間際まで頑張っ
てきました。若手医局員の皆さんには本当

に無限の可能性があり、柔軟な発想力と
瞬発力があります。地道な努力とひたむき
な取り組みで、きっと良い研究ができると
思っておりますし、皆さんにはできる力が
あります。その若い力が、発揮される事を
切に願ってやみません。その為には、医学
の世界に留まること無く、科学・工学・芸
術・AIなど異分野との連携が重要で、新た
な診断法や、治療、研究をどんどん行って
下さい。楽しみにしております。 
第二外科開設50周年が立ちました。阿保
先生に入局の挨拶に伺ったとき、結婚の
報告をした時、初めての論文は赤字の訂
正だらけでした。そんなこともありました
が、なんだかんだと医局にお世話になりな
がらここまで医師生活を過ごすことができ
ました。感謝申し上げます。自分も外科医
として手術できるのもあと少し、向上心を
忘れずに、日々臨床業務に励んでおりま
す。退職したら、「コーヒーの飲めるそば
屋」を開業？しますので、お暇な方はおい
で下さい。阿保先生をはじめ、医局員皆様
のご多幸とご活躍をお祈りしております。 

現
ＡＩを越えた藤井四冠―医学でも医工連携で新たな知見をー

愛犬の「むぎ」です

エアーズロックに登れなかった、残念 
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＊顔写真：第47回日本外科系連合学会学術集会
（2022.06.15-17＠盛岡）ポスターより引用 

田大学第二外科開講50周年に際
し、心よりお祝いを申し上げます。
私の医師キャリアの大半を占め

る第二外科在籍時代、超人的歴代教授から
は大変多くの事をご教示いただきました。初
代の阿保七三郎教授からは外科医としての
姿勢・心構えを、二代目の小川純一教授から
は呼吸器外科手術全般と教育への情熱・医
工連携・実学について、そして三代目の南谷
佳弘教授からは呼吸器外科診療全般と研
究マインドを持った臨床医師像に関して。時
代はそれぞれ違いますが、当時最先端かつ
医学における普遍的概念をご教授いただき
ました。また、第二外科同門の諸先生方も人
格者ぞろい。今の自分があるのも同門のおか
げであり、深く感謝しますとともに、その絆を
一生の宝として今後も大切にしていきたいと
思います。
ところで縁あって数年前から他大学で教室
を受け持つ機会をいただきました。今後も
第二外科の長所を参考にしつつ、バランス
のとれた良い教室を目指していきたいと思
います。

秋

P R O F I L E

出身地：秋田県由利本荘市／卒業年度：1991年（平成3
年）／卒業大学：秋田大学医学部／現所属の施設・役
職：由利組合総合病院・診療部長 

P R O F I L E

出身地：秋田県／卒業年度：平成3年（1991年）／卒業大
学：秋田大学／現所属の施設・役職：岩手医科大学 呼吸
器外科学講座・教授（2018年4月～） 

戸
沢香

澄

齊
藤

元

松
本秀

一

局した理由】学生実習のBSTで
回った際、2外科の先生方が、と
ても自由に楽しそうに仕事をし

ていて、実力もピカイチに見えてこんな医者
になれたらいいなと思わせてくれたから。 
【印象に残る手術】何事もなかった手術は
あまり覚えていませんが、出血がひどかった
り、術後合併症を起こしたり、外傷で助け
られなかった症例・手術は印象に残ってい
ます。転落による外傷性出血性ショックで、
ダメージコントロールとして腹腔内出血の止
血を行った後、2回目の手術で、膵損傷と十
二指腸壊死に対し、膵頭十二指腸切除を施
行したものの再建まで行えず、3回目の手術
で再建を行う方針にしたところ、3回目の手
術では、膵液の漏れと癒着にて、再建がで
きず、その後、感染に伴う出血で失った症
例など。 
【一番うれしかったエピソード】個人的なこ
とになりますが、大学の医局時代に第1子
が産まれ、みんなから祝福して頂いたこと。 
【第2外科の魅力】やはり、自由に楽しく仕事
に取り組めること 
【先輩医師との思い出】大学にいた頃は、臨

【入

P R O F I L E

出身地：京都府京丹後市／卒業年度：1991年／卒業大
学：秋田大学／現所属の施設・役職：山形県立新庄病院・
副院長 

床での関わりが少なかったこともあります
が、学会に参加して、その先々で、諸先輩方
と飲んだり出歩いたりしたことや、院内卓
球大会、東北大学との野球の定期戦、東京
ドームや樹海ドームでの慶応大学呼吸器
外科との野球の試合など楽しかった思い出
です。 
【若手医師へのメッセージ】若い頃には体力
もあり、体に不自由を感じることもあまりな
いと思いますが、余裕ができたらやろうと
思ったことが、いろんな意味で困難になって
しまうこともあります。やりたいと思ったと
きにできるだけやるようにしましょう。 
【休日の過ごし方や趣味】今はゴルフに嵌っ
ています。 
【これからについて】新庄病院は2023年秋
に新築移転の予定です。新病院で仕事をし
ていただける方を募集しておりますので、我
こそはという方は、お声がけください。 

祝 秋田大学第二外科開講50周年

学の医局を離れて20年以上が
過ぎてしまいました。時々医局
に立ち寄ることがありますが、

今は女医さんが多くとても華やかな雰囲
気を感じます。私が入局した頃は女子で外
科系に入局する人は少なく、隣の第一外科
に2人、小児外科に１人、脳外科に1人の先
輩や同期がいたぐらいだと思います。第二
外科から直接勧誘された記憶はないので
すが、それでも胸部にかかわる医者になり
たいと自ら勝手に押しかけました。初期研
修の2年間は地元の由利組合総合病院で
過ごしましたが、やる気があるのどうかわ
からない女医は扱いにくかっただろうと
思っています。 
初期研修を終えて戻った大学の医局は、
臨床と研究と学会に加え、学生の勧誘で
あっという間に月日が過ぎていきました。
当時は食道外科主体の医局でしたので、
食道外科の術前術後管理に明け暮れる
日々でした。大学の医局生活の後半は学
位取得のための研究が中心となり、午前の
実験が終わると昼は医局で阿保教授と一
緒にお弁当を食べ、時には教授から食後

大
のおやつをいただきました。ほどなく医局
に戻ってきた北村助教授（今でいう准教
授）が一言、「戸沢さん、福岡に行かない？
食道と肺の重複癌の抄録の締め切りは明
日までだけどね」と。その日の午後は地下
のカルテ庫に籠って抄録作成をしました。
このような軽いノリで学会に演題を出して
いたので、日本では山陰地方を除けばほと
んどの県に足を踏み入れたのではないか
と思います。よく働いてよく遊ぶとても楽し
い大学の医局生活でした。 
医局を離れていくつかの病院を経由し、由
利に戻って十数年になりましたが、今度は
私が研修医を指導する立場となりました。
最近では研修医の両親が私より若いことも
よくあることです。自分の子供のような研
修医に私が大学の医局で経験できたこと
を少しでも伝え、後輩たちが日々の仕事が
楽しく感じることができたら嬉しいです。 

外科医の幸せは小さな喜びの積み
重ね。
出血なく無事に手術が終わった時
満足いく郭清が出来た時
術後 air leak が止まった時
炎症反応が沈静化した時
外来CTで再発がなかった時
化学療法でPRとなった時
無事に退院した時
患者さんに感謝された時
統計解析で有意差が出た時
論文が採択された時
入局者がいた時
そして、チームの仲が良ければ、仕事
の出来も良いものです。これらの喜
びを仲間とより多く享受できるよう、
日々研鑽を積みたいと思います。

【今後の抱負】

にげかのおもいで
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右の銘】 
外科医人生、生涯一研修医（研修時代の先輩の名言です）。 

【入局した理由】 
面倒見の良い先輩、ゆかいな同期。 

【印象に残る手術】 
厳しい状況から救命できた緊急手術。 

【第二外科で一番うれしかったエピソード】 
学会発表でお褒めの言葉をいただいたこと。 

【第二外科の魅力】 
守備範囲が広い。胸も腹も診る。 
見た目は怖いがホントは優しい（〇〇ランドと呼ばれていた？！）。 

【先輩医師との思い出】 
きつく長い食道の手術と楽しい術後管理（飲み会）。 

【若手医師へのメッセージ】 
君たちは可能性に満ちている。 

【休日の過ごし方や趣味について】 
サッカー観戦（主に動画、たまに実戦）。 

【これから先に目指していきたい事】 
患者さんとともに年を取ってきていることを実感する毎日ですが、今日より明日は
少しでも賢く、上手くありたいと考えています。 

【座

P R O F I L E

出身地：秋田県秋田市／卒業年度：平成7年／卒業大学：群馬大学／現所属の施設・役職：秋田厚生医
療センター外科 

今
野広

志

折
野公

人

中
川

拓

P R O F I L E

出身地：神奈川県横浜市／卒業年度：1995年（平成7年）／
卒業大学：秋田大学／現所属の施設・役職：大曲厚生医療
センター・呼吸器外科診療部長 

めての手術を執刀させてもらえたら、その機会を
与えてくれたことや指導してくれたことなどに感
謝して、科のメンバー全員にお寿司を振舞うこ

と。自分はそのように認識しています。その慣習は外科の古
い伝統のようで、場所によっては既に廃れているようです
が、自分のいる病院では形式は若干違えどずっと続いてい
ます。それを振り返ってみたいと思います。 
自分が研修した由利組では、原則その手術の当日に特上
寿司を人数分の出前を取りました。なんならビールも頼みま

す。当時外科は10人程度だったので、大体一回の寿司に3
万円はかかったはずです。それをその日の仕事が終わった
ら、医局で皆で食べていました。 
3年目にいた大学病院でどうしていたのか、記憶がありませ
ん。そもそも自分が大学でお初の手術をしていなかったの
かもしれません。 
４、5年目は医科歯科大で研究生活だったので、当然お初な
どもありません。 
6年目の角館では3人体制だったこともあり、3人でお寿司屋
さんに食べに行き、全額（2～3万くらいか？）を支払いました。 
7、8年目にいた仙台厚生病院では、お初の日に5千円の大き
な寿司桶を２つ頼むというしきたりで(つまり1万円の支払
い)、それを手術が終わったら皆で食べました。 
9年目の秋組でのお初寿司の記憶がありません。もしかした
らお初手術がなかったのかもしれません。 
10～14年目の能代医師会でも、お初寿司の記憶がありませ
ん。能代に来た部下たちも皆葉切などは既にやっていたの
で、そもそもお初の手術がなかったのかもしれません。 
15年目から現在までの八戸では、まだスタッフが2～3人の
ころはお寿司屋さんに食べに行って、執刀医が全額負担し
ていたと記憶しています。最近スタッフが増えてからは、お
寿司屋さんに食べに行きますが、お初の執刀医が3万円出
費して足りない分を皆で割っています。さらに八戸では外
科と当科で合同に催している、「初の会」なる仕組みもあま
す。研修医達はお初の手術ごとに1本と称して1万円を積み
立てます。年度末にそのお金をつかって盛大な宴会「初の
会」を開催します。昨年はコロナでやれませんでしたが。当
院の研修では外科は必須なので、かなりの額があつまりま
す。ちょっとやくざな世界です。 
ここから、個人的なお初寿司の話をします。というのも、自
分にとって忘れられないお初寿司があるのです。3年目で
大学にいたときですが、病院は鶴岡協立でのバイトです。
朝の特急に乗って鶴岡に昼頃着き、午後は手術か麻酔か
を担当します。手術も助手に入ることもあれば、簡単な手術
では執刀させてくれることもあります。その日は鼠径ヘルニ
アの手術だったので、自分が執刀医だと告げられました。

P R O F I L E

出身地：神奈川県綾瀬市／卒業年度：平成8年／卒業大
学：秋田大学／現所属の施設・役職：八戸市立市民病院 
診療局次長兼呼吸器外科部長兼集中治療室長 

初

大学で鼠ヘルなどやるはずもなく、研修以来数か月振りの
鼠ヘルの執刀です。研修した由利では全てメッシュプラグ
法でしたので、それとなく質問すると、鶴岡にはメッシュプ
ラグはおいてなく、「うちはMcVayだ」と。マ・ク・ベ・イ。勿
論研修医時代に鼠ヘルをやる時には、BassiniもMcVayも
ilio-pubic tract repairも勉強はしました。由利で鼠ヘルの
手術は結構やりましたが、全例メッシュプラグでやってい
たので、古典的手術手技の勉強も一通りやった程度で、
McVayの詳細な手術手順など覚えているはずがありませ
ん。ネットがない時代ですので、ググることも不可能です。 
当然、「初めてですので教えて下さい」と頭を下げました。
優しい二外科の先輩方は、そんなことも知らないのか、な
どと自分を叱ることもなく、優しく指導してもらいながら
手術を終えました。当時午後の仕事が終わったら、院内で
ビールを乾杯（早ければ17時より前から・・・）。それから必
ずボウリング。自分以外は皆がマイボールをロッカーから
出してくるのに驚きます。ひと汗かいたら、それから飲みに
行きます。そこまではルーチンです。その日は外科が常連
としているお寿司屋さんに連れていってもらいました。確
か当時スタッフが5人、自分を入れて6人だったと思いま
す。さんざん食べて飲んで会計となり、お店から渡された
紙を一瞥したT先生は軽く頷いて、そのままその紙を自分
に回してくれました。6～7万円が記載されていたと記憶し
ています。しかしその日の自分の財布には8万円は入って
いることを皆が知っています。そうです、当時バイト代は
その日に現金で支払われましたので、半日の勤務と夜間
の外科当番で8万円の報酬を受け取っていたのです。6～
7万円など、お安い御用ですね。軽くひきつった頬が気づ
かれないように、「初McVay、ありがとうございました」と
笑顔で挨拶をして終わりました。 
自分にとって6～7万円を奢ったことはそれまでなかった
ので、大人の階段を上らさせてもらえた、いい経験になり
ました。 
はたして、自分がいたことのない関連病院ではどうしてい
るか気になりました。よかったら、何かの機会に教えてく
れたら幸いです。

お初寿司

三
井匡

史

生時代の私は準硬式野球部に
属し、ピッチャーをしておりまし
た。デッドボールをぶつけられ

たことより、ぶつけたことの方が多いです。
ぶつけられると、痛い。ぶつけた方は、申し
訳ない思いで心が痛みます。でも、試合に
は勝ちたい。決して快速球を投げるわけで
はない私が投げ勝つためには、やはりイン
コースを攻める投球をしなければなりませ
んでした。 
ある日、2外科の先輩に、東京での呼吸器
外科学会に誘われました。というよりも、野

学
球の試合に誘われたのです。相手は彼の有
名な、陸の王者大学。かくして2003年某日
の早朝、私は東京ドームのマウンドに立つこ
とになりました。これは、「夢？」じゃない。 
陸の王者大学のBIG BOSSは、2番打者。
ストライクゾーンに被さるようなその構え
は、インコースを攻められないための対策
と判断できます。過去2大会において、我
が野球軍よりデッドボールを受けているそ
うです。「ぶつけるんじゃないぞ」先輩から
言われていた言葉が、脳裏をよぎりました。
O教授（当時）が、スタンドから見下ろしてい

P R O F I L E

出身地：秋田県秋田市／卒業年度：1993年（平成5年）3
月／卒業大学：秋田大学／現所属の施設・役職：JA秋田
厚生連 由利組合総合病院 呼吸器外科科長

ぶつけるんじゃないぞ 
ます。私がぶつけたら3度目。今まで築いて
きた両大学の関係に、亀裂が入ることに
なったらと考えると、その中心にいる自分
の緊張たるや、推して知るべし。しかし、敬
遠は誰も望んでいません。いざ、インコース
勝負！結果、3度目は起こらず、我が軍もめ
でたく勝利したのです。 
安堵しましたが、今振り返ってみると、あの
時、私がもしぶつけていたら…。密かに、3
度目というオチを期待していた人がいたか
も知れません。 

二外科開講50周年誠におめで
とうございます。この機会に自
分と第二外科との関わりを記し

たいと思います。 
1994年9月、6年生で迎えた臨床実習の最
後はニゲでした。当時ニゲの先生方は、い
つも病棟、手術室やICUで働いており、全
身を診て治すそのお姿は自分にとって憧れ
でした。実習最終日、阿保七三郎教授室
へ。教授は笑顔で握手してくださり、入局の
お祝いとしてオールドパーを下さいました。 
初期研修は奥山学先生、今野広志先生と
由利組合病院でした。当時は医局のソファ
に寝泊まりし、20時のICU面会が終わると
飲み屋に繰り出し、0時にICU患者さんを
チェックしに戻り、たまにアパートに帰ると
いう生活を2年続けました。真夜中にアッペ
の臨時手術や、コンビニ受診が当たり前の
時代で、研修医にとって日々睡魔との闘い
でした。充実した研修を終え大学に戻ると
小川純一教授が赴任されており、5年目を
迎える前に臓器を選択することとなりまし
た。奥山先生が食道外科を希望したので、
それなら自分は呼吸器で、という簡単な理
由でした。しかし呼吸器外科は奥が深く魅

力的で自分に合った専門領域でした。胸腔
鏡手術が普及し始めた頃で主に生検、気胸
や部分切除を担当、徐々に肺がん手術もご
指導いただきました。学位は、肺がんのセン
チネルリンパ節研究で取得し、それがきっ
かけで米国へ研究留学する機会もいただ
きました。 
2008年、仙北組合病院（現・大曲厚生医療
センター）に呼吸器外科を立ち上げるため
一人科長として赴任。まったくゼロからのス
タートでしたが、小川教授、南谷教授や斎
藤元教授を始め医局の皆さまに支えられ
ながら発展し続けています。2021年末現
在、常勤3～4人体制で、手術件数は100件/
年を超え、外来・入院患者数とも右肩上が
りが続いています。横手、湯沢や十文字か
らの紹介も増えてきました。 
こうして県南の呼吸器センターとして頼り
にされる存在になれたのは、ひとえにニゲ
のお陰です。若いころに憧れた何でも診て
何でも治す外科医に近づいていると日々
実感しています。 

第
第二外科（ニゲ）に入局して27年

上：1995年4月、同期の田澤大、奥山学と阿保教授室で、外
科医人生のスタート。
左下：憧れの外科バッジと、学生時代のバッジ。外科バッジは、イ
チゲもニゲも共通で、現在のような写真入り名刺ではなかった。
右下：2021年度メンバー：藤嶋悟志、鈴木洋平、五十嵐至（心
外からのたすき掛け研修） 
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科医が一人で手術をしたら…誰
も手伝ってくれないから、相当危
険な行為である。手術は、上司の

経験、若手の情熱、看護師の配慮、そして一
刻も早く帰りたい医学生の冷静さ（出血し
ても画面が全くブレない胸腔鏡）が最高の
技術を紡ぎ出す。患者が身を任せてくれる
のは、私たちが「第２外科」という名刺を
持っているからである。「第２外科」の信頼
で手術をしている。組織は分業である。そ
れぞれがプロ意識を持って活躍している。
１人で全部やったら、効率が悪いだろう。手
術のノウハウは組織に蓄積される。どのよう
な操作が危険か、どういう患者に合併症が
起こるか、といった経験は、歴代教授が痛
い目にあった結果として得られるものであ
る。私たちが一人で手術を始めたら、最初は
失敗ばかりである。組織は不合理で理不尽
なことも多い。しかし、それを補って余りあ
る経験と歴史が「第２外科」という組織に
宿る。３代教授の至極の金言をみなさんに
紹介しよう！ 
 
手術は早く、発表は簡潔に～初代；阿保七
三郎先生 
鏡視下手術全盛の時代である。傷を小さ

外
く、カメラ視のみで操作、そこは重要ではな
い。時間こそ最大の侵襲である。ヒトの体
に刃物を入れるのです。最小限の侵襲にし
て最大の効果をあげないといけません。 
 
それを何とかするのがオヌシの仕事だ～２
代；小川純一先生 
上司から仕事を申しつけられた時、患者が
合併症で具合が悪い時、逃げていません
か？上司は信じて頼っているのです（信頼）。
論文を探せば解決方法が見つかるかもしれ
ません。受け身ではなく自ら動くのです。 
 
0.1cmずつでもいい、進め～３代；南谷佳
弘先生 
肺動脈にリンパ節が固着している時、剥離
は進まず歯が立ちません。しかし0.1cmず
つで良いのです。10回繰り返せば1cmです。
歩みは遅くとも、継続していれば、道が開け
ます。 
 
最後は戒めに私自身へ。 
心を伴わない人に技術は伴わない（京都嵐
山天龍寺庭師）。突飛な技術はいらない、心
が良いチームも作る。人間としての成長が、
外科医の成長である。

P R O F I L E

出身地：秋田県横手市／卒業年度：2001年／卒
業大学：秋田大学／現所属の施設・役職：秋田大
学医学部胸部外科学講座・准教授 

今
井一

博

留学から11年経って思うこと 

医局の歴史

008年8月から2010年8月まで2年
間、小川純一前教授のご高配を賜
りロサンゼルスにあるジョンウェ

イン癌研究所（Joh n  Wayne  Ca nce r  
Institute）に研究留学させて頂きました。

2

私のこれまで人生を振り返ると特別すぎる
2年間であり、未だに夢を見ていたのではな
いかと思う時があります。帰国してからすで
に11年経ちますが、留学について思うことを
ここに記します。 
1. 私一人が留学したいと考えていても医局
の先生方のご協力を頂かなければ絶対に
無理でした。何通かアプライの手紙を出しま
したが返事すら来ませんでした。当然です。
論文業績が全くないアジア人を有給で雇っ
てくれるラボなんかどこにもありません。仲
介してくださった前任の中川拓先生と南谷
佳弘教授、了承してくださった小川純一前
教授、本山悟教授を始め食道チームの先生
方には本当に感謝しています。さらに大学
から助教の給料を頂けなかったら途中で
経済的に破綻していました。2年間で1500
万円の支出がありました。自分と家族への
投資と考えれば安いのかもしれませんが、
留学先探しや経済的なサポートは医局に属
していなければ無理だなと痛感しました。 
2. ラボには慶應義塾大学、東京大学、大阪
大学、鹿児島大学、オランダ・ライデン大学
など複数の大学から外科医、皮膚科医、泌
尿器科医がリサーチフェローとして留学し
ていました。ロスでマイノリティーとして苦
楽を共にした先生方、そのご家族との交流
は現在も続いており、私と私の家族にとっ
ても非常に重要な存在です。時期が全くか

P R O F I L E

出身地：秋田県大仙市／卒業年度：平成13年（2001）／
卒業大学：秋田大学／現所属の施設・役職：胸部外科学
講座 講師

私
本
間

恵

は野球の経験もなく単なる観
る専の野球愛好者で、中高時
代の夜は寝る前にプロ野球

ニュースをみるのが日課でした。私が医局
の若手だった頃は若手の仕事の一つとし
て朝野球の参加があり、当然私も参加する
ものだと思っていたのですが、本気で優勝
を狙っている先輩たちには「本間は来なく
ていいから明日はゆっくりでいいよ」と言
われがっかりしつつ、「黄色い声じゃないけ
ど応援に行きます」と無理やり押しかけて
行きました。ある日、一人寝坊で欠員が出
たので、待ってましたとばかりに素人の私
が手を上げると、先輩たちはしばらく考え
た後、「そうだな、本間も一応女だから当て
たら大変だと思って相手はフォアボールを
出すだろう」と許可が出ました。うきうきと
生まれた初めてのバッターボックス、調子
に乗ってインコース寄りに立ちました。何球
かボールとなった後のこと、相手投手が投

げたボールを一瞬見失ったかと思ったら、
私の振ることもなく構えたままのバットに
コツっと当たりました。驚いて打球を追う
とファウルになっていません。慌てて得意
のがんこちゃん走りで1塁に向かうとセー
フ。私の中で燦然と輝く「大リーグボール1
号を安打にした事件」です。その後は寝坊
の先生が到着し本塁を踏むことなく交代
したのでほんの10分位の出来事なのです
が、楽しい思い出となり寝坊の先生にはい
まだに感謝しています。 
雇用機会均等法から間もなく、まだまだ男
女の仕事が分かれているような平成前半
ではありましたが野球以外、仕事の上では
性別がどうとかいうこともなく、各医局員
の多様性を楽しむ、時代に先駆けた居心
地の良い医局に育てて頂き、現在思っても
みない大きな仕事に挑ませていただいて
おります。本当に有難いことです。私に関
わって下さった全ての先生方に心より感謝
申し上げます。 

朝野球の思い出

佐
藤雄

亮

ぶっていない先輩、後輩にも「ラボの後輩、
先輩」として学会で会うたびに親しくさせて
もらっています。留学する前には分かりませ
んでしたが留学でできた多くの方とのコネ
クションは私の人生でとても大きな財産に
なりました。 
3. 留学中にはラボのみなさまのご協力によ
り筆頭2編、共著2編の業績に恵まれまし
た。また、留学中に学んだ様々な研究方法
で帰国後に食道癌に関する研究を行うこと
ができました。特に帰国後に作製した食道
癌組織マイクロアレイを解析した論文はこ
れまで15編掲載されています。 
4. 子供たちの教育も留学中の目標の1つで
した。4歳だった長女は、5歳になったころに
はプレスクールの先生に、途中から来た日
本人の子の親との通訳を頼まれていまし
た。帰国後も英語が上達することの喜びを
持ち続けてくれて、英語の暗唱大会、弁論
大会では秋田県内では無双状態です。子
供たちをうらやましく思っています。 
5. ロスに住んでみて初めて日本がどれだけ
安全で食べ物のおいしい国か分かりまし
た。日本人とアメリカ人のいいところ、悪いと
ころが見えてきました。 
6. 留学に興味のある若手の先生方にはコ
ロナ禍が明けたら是非留学してもらいたい
と思っています。チャンスはただ待っている
だけでは近づいて来ないかもしれません。 

P R O F I L E 出身地：東京都（小学校まで山形県）／卒業年度：1997年卒／卒業大学：秋田大学／現所属の施設・役職：
八潮中央総合病院 院長 

にげかのおもいで
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伊
藤亜

樹

宇
佐
美修

悦

小
玉

純

000年の12月1日、「佐藤です。
やっぱりね。あなたに決まると
思ってた♪宜しくね。」と、優し

く、よく通る声で挨拶をしてくれたのが、当
時の医局秘書の佐藤（光子）さんでした。そ
の1か月前、医局秘書の採用選考日、初冬の
夕暮れで、すでに薄暗くなりかけていた臨
床研究棟の正面玄関へ入ると、正面のエレ
ベータ前に黒髪のストレートロングの女性
がこちらを見て、「もしかして、２外科へ？」
と声を掛けて医局まで案内してもらったの
が始まりでした。後に、「私と偶然会うと、何
故か、その人が採用されるのよね～」と笑っ
て教えてくれました。
採用されてからも、しばらくは佐藤さんのお
手伝い程度のことしかできず、4西病棟や地
下の病歴カルテ、外来との使い走りで動き
回る私を佐藤さんはいつも笑いながら根気
よく指導してくださり、小川純一教授、医局
長の齊藤礼次郎先生をはじめ、医局員、同
門の先生方からも見習い秘書として大事に
守っていただいたことは本当にありがたく
心から感謝いたします。医局は、先生方のみ

2
ならず、看護師さんや職員や学生、MRさん
など自由に出入りしていて、佐藤さんを慕っ
てくる人も多く、誰よりも感情豊かな佐藤さ
んに私はいつも振り回されっぱなしで、医
局はいつも笑い声が絶えず賑やかすぎる
し、隣の１外科の先生や秘書さんともパー
テーション越しに会話したり、叱られたり
（煩すぎて）していました。
これまで佐藤さん、お世話になった先生方
から頂いた恩を直接、お返しすることはでき
ませんが、少しでも医局へ還元できるよう
日々奮闘しています。あの日から、医局は大
分様変わりをしましたが、このたび開講50
周年を迎えることができました。医局のス
タッフも強力な助っ人の医師事務の原田さ
ん、研究補佐の高橋さんから若松さんへ、そ
して医局秘書も佐藤さんの退職後は、高橋
佳代さん、今は野呂田真実さんへ引き継が
れて、医局を支えてもらっています。
私も次のバトンが渡せる日まで、今日も医局
を眺めてから忙しい一日が始まります。

科医になるつもりなどさらさら
無かった自分ですが、大学5年
生のころ礼次郎先生・本山先

生の熱い勧誘に涙ながらに入局を決意し
ました。1年目の大学研修医、2，3年目の市
立酒田病院と、3年間みっちり礼次郎先生
に外科医としての心技体を学びました。特
に酒田での2年間、あれほど楽しく、またあ
れほどつらく厳しい時期はありませんでし
た。もし自分に青春というものがあるとし
たら、あの2年間のことを言うのでしょう。
その後の臨床も学位も専門医・技術認定
医試験もおかげで乗り切ることができまし
た。若いDr.の皆さんにも、そんな時代を過
ごしてもらえればなあと思います。それか
ら早幾年月、20年目となってまた礼次郎先
生のもとで働かせていただいています。あ
の時と比べてお役に立っているかな？と思
いながら。故郷での臨床に心を躍らせてい
ます。第二の青春！と胸を張って言えるよ
うな日々になればと思っています。 

外

P R O F I L E 出身地：秋田市土崎港／卒業年度：平成14年／卒業大学：秋田大学／現所属の施設・役職：秋田厚生医療
センター消化器外科 診療部長 

P R O F I L E 出身地：秋田県／卒業年度：平成15年／卒業大学：秋田大学／現所属の施設・役職：秋田赤十字病院 乳腺
外科科長　

小
野貴

史

館に赴任して7年経ちますが、
手術症例だけでなく肺癌全般
の診療を行っております。無事

に診療を行えているのは南谷教授や第二
外科先輩の先生方のご指導とご支援、一
緒に働いてくれた後輩の先生らのサポート
のおかげであり大変感謝しております。赴
任当初、慣れない肺癌内科治療であたふ
たしていたことがつい先日のように感じら

大
れます。 
大館は森吉山をはじめ少し足を延ばせば
岩木山、八甲田山、八幡平など素晴らしい
山々に囲まれており、冬山登山をライフ
ワークとしている私には大変恵まれた環境
です。山々に活力をもらいながら、日々の
診療を充実させ地域医療に貢献できる
ようにこれからも精進していきたいと思
います。

P R O F I L E

出身地：秋田県横手市／卒業年度：2002年／卒業大学：
秋田大学／現所属の施設・役職：大館市立総合病院呼
吸器外科部長

鳥海山での日の出　2021年1月

第二外科医局より ―佐藤さんとの出会いから今日まで―  

P R O F I L E 医局秘書

に言うと「うっすい」とからかわ
れますが、思い返せば高3の夏
に友達に借りた「研修医なな

子」を見て、医者を志しました。女性の外科
研修医の漫画でした。学生の頃は精神科
か神経内科が良いかと考えておりました
が、臨床実習で手術に入って「乳腺外科っ
て面白いかも」と思ったのがきっかけで2
外科に入りました。ただ「おもしろそう」と
いう理由だけで外科に進み何もわからな
い自分でしたが、あれから22年。今もこうし
て患者さんの前に立って手術をする日々を
送っています。外科に入った後は「研修医
なな子」そのものの生活で、いろいろしで
かしてばかりでした。冷や汗をかいたことも

多く、本当に一歩間違うと今こうしているこ
とができなかったと思います。医者になっ
て20年の間に時代は進み、治療も進歩し、
自分も少し成長しました。今こうして乳腺
外科としていられるのはたくさんの先生方
が手を抜かずに指導しくれ周りの人たち
が暖かく見守ってくれたおかげです。感謝
の言葉では言い表せません。そして今は、
手術に関してはいろいろ自由に方法を変え
られる立場になったので、患者さんによっ
てはオンコプラスティック的な要素を加え
ながらより満足度の高い手術を目指してい
ます。まだまだ成長途中で、いろいろとご
迷惑をかける場面もありますが今後ともよ
ろしくお願いいたします!

人
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■ A4 カラー 210×297mm
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がんと向き合う患者さん、
医療関係者の皆様を支えるために。
小野薬品は本気で取り組みます。

オンコロジーに関する最新ニュース、文献情報、学会情報をお届けいたします。

Ⓡ
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2827



memo memo

3029


